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【はじめに】 

気象庁では、高温や低温、⾧雨、日照不足など平年から隔たった（かけ離れた）
天候に起因する農業災害を軽減するための対策の検討に資するよう、季節予報をは
じめとした様々な気象情報を発表しています。 

これらの気象情報を、各都道府県で実施している農業技術指導などの支援事業に
一層役立てていただくため、近畿各府県の農業担当者の方から意見を伺いながら、
この「農業に役立つ気象情報の利用の手引き（近畿地方版）」（以下、「手引き」と
いう）を作成しました。 

本手引きには、気象庁が発表する気象情報について、⾧期にわたる高温や⾧雨な
どの気象要因ごとに「どのような情報がいつ発表されるか」や「災害が発生しやす
い気象条件」などを取りまとめました。また、支援事業の計画的な実施の参考とな
るよう、「情報の入手方法」や「災害の発生が予想されるときに気象台と各府県が
作成する情報の流れと対処をまとめた表」なども掲載しています。 

本手引きが、気象庁の発表する気象情報を活用するための一助となり、農業災害
の更なる軽減につながることを期待しています。 

 
 
 
 
 
 

【本手引きの構成】 
第 1 章と第 2 章では、近畿地方の気候と農作物の特徴について解説し、第 3 章では、気

象庁が発表する気象情報についての概略を説明します。これらをご覧いただくことによ
り、以降の各章についてより理解を深めていただくことができます。 

第 4 章では、季節ごとの平年と隔たった天候について、それぞれ「災害が発生しやすい
気象条件」について解説し、第 5 章では、実際に「どのような情報が、どのタイミングで
発表されるか」を示していますので、必要に応じてご利用ください。 

参考資料では、情報の入手方法などを掲載していますので、気象情報を活用するための
参考となれば幸いです。 

まえがき 
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第 1 章 平年の天候                           

1.1  近畿地方の地勢と気候 
（1）地勢（第 1.1 図参照） 

・日本海、瀬戸内海、太平洋の三つの海に面しています。 
・北には中国山地・丹波高地、東には伊吹山地・鈴鹿山脈、南には紀伊山地が 

位置しています。これらの山地に囲まれて大阪平野や京都盆地、奈良盆地、 
近江盆地などが広がっています。 

（2）気候（第 1.1 図、第 1.2 図参照） 
・日本海側:冬季を中心に北からの寒気の影響を受けて雪や雨の日が多くなり 

降水量が多くなります。 
・太平洋側:紀伊山地周辺では、南からの湿った空気の影響を受けて、雨が 

降りやすく、日本でも有数の多雨地帯です。 
・大阪平野周辺:周囲の山地が季節風の影響を和らげるため温暖で少雨です。 
 

 
第 1.1 図 近畿地方の地勢 

（地形データには GTOPO30 を使用） 
 

滋賀県 

大阪府 
兵庫県 

奈良県 

和歌山県 

丹波高地 

日本海 

京都府 

瀬戸内海 

太平洋 
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近畿地方の平年の天候 https://www.jma-net.go.jp/osaka/kikou/heinen/heinen.html 
  

 

第 1.2 図 近畿地方各地の月別平年値（最高気温・平均気温・最低気温・降水量・日照時間） 
                    ※平年値は、1981 年～2010 年の平均の値です。 

舞鶴 
北緯 35 度 27.0 分，東経 135 度 19.0 分 
標高 2m 

彦根 
北緯 35 度 16.5 分，東経 136 度 14.6 分 
標高 87m 

京都 
北緯 35 度 0.8 分，東経 135 度 43.9 分 
標高 41m 

神戸 
北緯 34 度 41.8 分，東経 135 度 12.7
分 
標高 5m 

大阪 
北緯 34 度 40.9 分，東経 135 度 31.1 分 
標高 23m 

奈良 
北緯 34 度 40.4 分，東経 135 度 50.2 分 
標高 102m 

和歌山 
北緯 34 度 13.7 分，東経 135 度 9.8 分 
標高 14m 

潮岬 
北緯 33 度 27.0 分，東経 135 度 45.4 分 
標高 68m 

:日本海側 

:太平洋側 

舞鶴（日本海側）は冬に降水量が多く、潮岬（太平洋側）は、
初夏から秋に降水量が多くなる傾向が見られます。 
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1.2  近畿地方の天候のまとめ 
大阪管区気象台ホームページでは、近畿地方の月・季節・年毎に天候のまとめを

掲載しています。天候の経過や特徴を見出しで記述し、月のはじめに更新します
（第 1.3 図参照）。主な地点の平均気温・降水量・日照時間の平年差（比）を分布
図で掲載していますので、平年の天候との違いを確認できます。 

※季節:春は 6 月、夏は 9 月、秋は 12 月、冬は 3 月のそれぞれ月はじめに 
前季節分を更新、年は 1 月はじめに前年分を更新。 

 
第 1.3 図 近畿地方の天候 
https://www.jma-net.go.jp/osaka/kikou/chihou/chihou.html 

その月、季節、年の天候の
特徴を見出しで表示します。 

平均気温、降水
量、日照時間の平
年差（比）を地図
で表示します。 
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 また、各気象台では、気象に起因する農業災害の防止・軽減、気象の利用による
農業技術の合理化及び生産性の向上を図ることを目的として、農業機関及び農業生
産者を対象とした農業気象速報を毎旬（月 3 回）発行し、メール等により提供して
います。 
 

和歌山地方気象台の例 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和歌山地方気象台発行の農業気象速報 
https://www.jma-net.go.jp/wakayama/hakkoubutu/hakkoubutu_nougyoukisyou.html 
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第 2 章 近畿農業のすがた                        

 平成 28 年農業産出額（農林水産省）によると、近畿地方における農業産出額は
4,971 億円となっています。その内訳は畜産の産出額が大きい兵庫県が 1,690 億円
で最も多く、次いで果実に特化した和歌山県が 1,116 億円となっています。また、
滋賀県では米に特化し、京都府・大阪府・奈良県では野菜や果実で全国トップクラ
スの産出額となっている農産物があります（第 2.1 図、第 2.2 図参照）。 
 

※農業産出額：農業における最終生産物の生産額をいいます。 
特化係数：農業産出額について、全国の分布に対し、近畿各府県ではどんな部門に偏っているかを示す 
     指標です。 

 
第 2.1 図 農業産出額（平成 28 年）※近畿農業の概要（近畿農政局統計部）より抜粋 
http://www.maff.go.jp/kinki/toukei/toukeikikaku/gaiyo/kinkigaiyo/saisin.html 
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第 2.2 図 府県別産出額トップ 10（平成 28 年）赤字は全国 10 位以内 
※近畿農業の概要（近畿農政局統計部）より抜粋 
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第 3 章 気象情報とは                          

気象庁が発表する情報のうち、概ね１週間以上の期間を対象とした情報を「気候
情報」と呼んでいます。ここでは、気候情報のうち、農業気象災害の防止・軽減に
資するために発表している「季節予報」と「社会的に影響の大きな天候についての
気象情報（天候情報）」について紹介します。 
 
3.1  季節予報 
 気象庁が発表する予報には、数時間先から６か月先までのさまざまな予報があり
ます。このうち、およそ 2 週間先から６か月先までを対象とした予報が季節予報で
す。季節予報には、１か月予報、３か月予報、暖候期予報、寒候期予報があり、そ
れぞれの予報期間における気温や降水量等の見通しを発表します。例えば、１か月
予報では、気温を週別に予報しており、週間天気予報より先の気温の傾向の見通し
がわかります。 
 また、２週間先の気温の推移を「２週間気温予報」として毎日発表しているほ
か、２週間後までに、その時期としては 10 年に 1 度程度しか発生しないような著
しい高温、低温、大雪が見込まれる場合には、早期天候情報を発表して警戒を呼び
かけます（詳細は 3.3 項参照）。 
（第 3.1.1 図、第 3.1.2 図、第 3.1.1 表参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 3.1.1 図 気象庁が発表するさまざまな予報  
※このほか、警報・注意報や各種気象情報、5 日先までの台風予報なども発表しています。 

 

季節予報 

（1か月予報） 

（3か月予報）

（暖候期予報）

（寒候期予報） 
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          第 3.1.2 図 気象情報の種類と対象期間 
 

 

 
※1:月曜日が祝日等の場合には翌日に発表します。 
※2:11 月～3 月の毎週月曜日（月曜日が祝日等の場合は翌日）と木曜日に発表の検討を行います。 
※3:近畿地方では、12 月 1 日から 2 月 14 日までに発表する予報で予報します。 
※4:近畿地方では、11 月および 12 月に発表する予報で予報します。 

※このほか、社会的に影響の大きい天候が予想される場合には、気象情報（天候情報）を随時発表 

第 3.1.1 表 季節予報と天候情報 
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3.2  季節予報の見方 
 季節予報は、気温や降水量等が平年と比べてどのような傾向になりそうかという
予報で、「低い（少ない）」、「平年並」、「高い（多い）」の３つの階級になる確率を
予報しています。 

基準となる平年の天候は、1981 年～2010 年の 30 年間の平均としています。こ
の平年値は、10 年毎に更新しています（次回更新は 2021 年）。 

階級区分は、下図のように決めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平年との違いを予報（“平年と同じ”も大事な情報です） 

人々の生活に影響を与えるのは、いつもの季節変化や 
季節の状態とかけ離れた天候です。 

 

「平年並」って、30 年間に起こった
現象の中で真ん中の 10 年の範囲
のことなんです。 

かなり高い（多い） かなり低い（少ない） 
 

気温平年差を低い順
に並び替えて 
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【1 か月予報の発表例】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

季節予報のページ 
https://www.jma.go.jp/jp/longfcst/ 

予報期間を選ぶと、その予報に対応
した解説資料が表示されます。 

特に注意を呼びかける場合に
記述します。 
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予報の特徴を記述します。 

平年に比べて高く
（多く）なる、平年
並、低く（少なく）
なる可能性を確率で
表示します。 

予想される天候を週別に記述します。 
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気温は、平年に比べて高くなる、平年並、低くなる可能性を週別に表示します。 

7 日間平均気温の実況値（1 年前も含む）
と平年値、予想値を表示します。 

予報の根拠となるスーパーコンピューターでの計算結果の一部を解説します。 



- 16 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

予報発表日の前 1 週間の実況経過を記述します。 
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第 3.2.1 図 寒候期予報解説資料の例より抜粋（「予想される海洋と大気の特徴」） 
 

① 全球で大気全体の温度が高いでしょう。 
② 海面水温は、太平洋赤道域の中～東部では低い見込みです。一方、フィリピン付

近では海面水温が高く、積乱雲の発生が多いでしょう。 
③ この結果、上空の偏西風は大陸東部でやや北に、日本の東でやや南に蛇行する見

込みです 
④ ③の影響で、シベリア高気圧は南東側でやや強まりやすく、沖縄・奄美～西・東

日本には寒気がやや流れ込みやすい見込みです。一方、北日本は、低気圧の影響
を受けやすく、寒気の影響は小さいでしょう。 

 

 

3 か月予報、寒候期予報及び暖候期予報の解説資料では、 
数値予報結果をもとにまとめた予想される海洋と大気の特徴を
「概略図」で解説しています。 
下図は、寒候期予報の例で、ポイントは近畿地方では日本海側
を中心に大陸からの寒気の影響を受けやすくなっている点です。 

① 

② 

④ 
③ 
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3.3  2 週間気温予報と早期天候情報 
「２週間気温予報」は、8～12 日先の各日を中心とする 5 日間平均の近畿地方の

気温の階級（かなり高い、高い、平年並、低い、かなり低い）の予報に加え、彦
根、大阪などの主な地点の最高気温・最低気温の予報を毎日発表します。気象庁ホ
ームページ上では、最近 1 週間の気温の実況や週間天気予報の気温の予想とあわせ
て表示するため、2 週間先まで気温の推移を一目で確認できます（第 3.3.1 図）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 3.3.1 図 2 週間気温予報の HP での表示 
 

「早期天候情報」は、予報対象は「気温」と「日本海側の降雪量※」で、その時
期としては「10 年に 1 回程度しか発生しないような気象現象」が予想された場合
に発表する情報です。情報の対象期間は発表日の 6 日先から 14 日先までの予測情
報となります。月曜日（祝日等の場合は翌火曜日）と木曜日に予測資料を検討し、
発表日の 6 日先から 10 日先のいずれかを初日とする 5 日間平均気温が「かなり高
い(低い)」、または 5 日間合計降雪量が「かなり多い」確率が 30％以上と見込まれ
る場合に情報を発表します。「早期天候情報」は、これまでの「異常天候早期警戒
情報」に替わる情報です。（第 3.3.2 図、第 3.3.3 図参照） 
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農業分野では、高温/低温障害への対策等への活用が期待されます。最高・最低気
温の予報を毎日確認することで、障害発生の目安にしている気温などとの比較が容
易となり、早めに対策を講じられます。また、2 週間先までに顕著な高温や低温に
なる可能性を事前に把握することで、熱中症や寒波などへの対策を早めに講じるこ
とができます。 

 

第 3.3.2 図 早期天候情報（水色）と週間天気予報（緑）の情報対象期間の例 
 
 
 

高温に関する早期天候情報（近畿地方） 

令和○○年８月２日 

大阪管区気象台 発表 

 

近畿地方 ８月９日頃から かなりの高温 

かなりの高温の基準：５日間平均気温平年差＋１．６度以上 

 

 近畿地方の向こう１週間の平均気温は、平年並か高いでしょう。 

９日頃からは、かなり高くなる可能性があります。 

農作物の管理に注意してください。また、熱中症の危険が高い状態が続きますので、

引き続き健康管理等に注意してください。 

第 3.3.3 図 高温に関する早期天候情報の例 
「近畿地方の早期天候情報」 https://www.data.jma.go.jp/gmd/cpd/souten/?reg_no=23 
※予報対象地域は、近畿日本海側（兵庫県北部、京都府北部、滋賀県北部）のみです。 
 

  

 
 
 

8 月 2 日発表の事例では、事前の対策に
少なくとも 5 日間程度の時間がとれます。 

現象名 

いつから? 

注意事項 

平年差は? 
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3.4  社会的に影響の大きな天候についての気象情報（天候情報） 
 ⾧雨や少雨、高温、低温など、平年から大きくかけ離れた気象状況が数日間以上
続き、社会的に大きな影響が予想されるときなどに、注意を呼びかけたり、解説し
たりするために発表する気象情報です（第 3.4.1 図参照）。 
 
 
長雨に関する近畿地方気象情報 第１号 
令和元年８月３０日１１時００分 大阪管区気象台発表 
 
（見出し） 
 近畿地方では、８月１８日頃から曇りや雨の日が多く、降水量の多い状態 
が続いています。この状態は、今後１０日間程度は続く見込みです。農作物 
の管理等に十分注意してください。 
 
（本文） 
 近畿地方では、８月１８日頃から、前線や湿った空気の影響で曇りや雨の 
日が多く、降水量の多い状態が続いています。１８日以降の降水量は、平年 
比で４００％を超えているところがあります。 
 この状態は、今後１０日間程度は続く見込みです。 
 農作物の管理等に十分注意してください。 
 
 降水量（８月１８日から８月２９日まで）（速報値） 
           降水量（ミリ）  平年比（％） 
豊岡          １００．５     １８０ 
舞鶴           ９９．０     １７４ 
京都          ２３６．５     ４６２ 
彦根          １１７．０     ２６４ 
姫路           ７３．５     １８９ 
神戸           ７１．５     ２０１ 
大阪           ７５．０     ２０９ 
洲本           ３２．０      ８２ 
和歌山         １３９．５     ４６７ 
潮岬          １２０．５     １３１ 
奈良          １５２．０     ３８２ 
 
今後の気象情報等に留意してください。 

第 3.4.1 図 社会的に影響の大きな天候についての気象情報の例 
「近畿地方の気象情報」 https://www.jma.go.jp/jp/kishojoho/106_index.html 

⾧い期間にわたって、いつもの
年と比べて大きくかけ離れた天
候になると、農業をはじめ様々
な分野に影響を与えます。 

現象名 

注意事項 

期間 
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第 4 章 季節ごとの平年と隔たった天候                  

 農業等に影響の大きい天候の例を、季節ごとに説明します。 
 
4.1 春（3～5 月）の低温 
（１）低温が発生しやすい気象条件 

地上付近では大陸の冷涼な高気圧が日本付近へ進むことで、気温が低くなりま
す。また、そのような冷涼な高気圧に覆われると、風が弱く晴れるため、放射冷却
による夜から朝の冷え込みで、霜が降りやすくなります（第 4.1.1 図参照）。 

 
 

2013 年 4 月 22 日は、高気圧に覆われて晴れま
した。放射冷却による冷え込みで、霜が降り、最
低気温は各地で平年より 6～7℃低く、3 月中旬頃
の気温となりました。 
 
【4/22:各地の最低気温、( )内は平年差】 
豊岡 2.1℃（-5.8℃）、舞鶴 0.9℃（-7.6℃） 
京都 4.2℃（-6.1℃）、彦根 2.4℃（-6.8℃） 
姫路 2.8℃（-6.4℃）、神戸 6.8℃（-5.7℃） 
大阪 6.1℃（-5.9℃）、洲本 5.5℃（-5.3℃） 
和歌山 5.0℃（-6.6℃）、潮岬 6.9℃（-6.3℃） 
奈良 1.4℃（-7.3℃） 

第 4.1.1 図 地上天気図:2013 年 4 月 22 日 9 時（H は高気圧、L は低気圧） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
第 4.1.2 図 低温に関する早期天候情報の例 

春季の「低温に関する早期天候情報」では、農作物の管理等に対する注意を 
呼びかけています。 

 
 

 

いつから? 
平年差は? 

注意事項 

冷涼な空気 

現象名 
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（２）低温に関する気象情報の発表形態と目的 
低温に関する気象情報は、１週間から２週間先を対象とした情報から、当日を対

象とした情報を順次発表し、農作物の管理や人や家畜の健康管理などの注意喚起を
目的としています。「低温に関する早期天候情報」や「⾧期間の低温に関する気象
情報」が発表された場合は“事前の対策”の判断に活用してください。 

また、「低温に関する気象情報」や「霜注意報」が発表された場合は“直前の対策”
に活用してください（第 4.1.3 図参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 4.1.3 図 低温に関する気象情報の発表形態と活用の概念図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 第 4.1.4 図 晩霜による被害例         第 4.1.5 図 晩霜による被害例 
（大阪府立環境農林水産総合研究所提供）     （奈良県農業水産振興課提供） 
 キウイの新梢（先端部）が変色し、被害      春の晩霜により、芽が枯死しています。 

が発生しています。 
 

  

  

 

春の低温による農業災害には、茶の霜害を
はじめ、果樹の生育不良などがあります。 
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（1）霜が降りやすい気象状況 

2016 年 4 月 12 日は高気圧に覆われて晴れ、「放射冷却現象」により、奈良市
では最低気温が平年に比べて 5.9℃低い 1.1℃まで下がり、霜を観測しました。 
 前日の 10 時 08 分には、奈良県全域に霜注意報を発表しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  地上天気図（2016 年４月 12 日 09 時）   奈良の 1 時間ごとの気温グラフ（2016 年 4 月 12 日） 
 
（2）早霜、晩霜の霜注意報発表基準 

近畿地方においては、霜注意報は、晩霜による農作物の被害が発生するおそれの
ある場合に発表します。早春に高気圧に覆われて風が弱く晴天になると「放射冷却
現象」により、明け方から朝には気温が下がり、降霜や凍結が発生することがあり
ます。それぞれ、気温との対応が良く約３度以下で霜が降りやすくなり、氷点下に
なると凍結しやすくなります。 
 霜注意報の発表開始・終了時期については、近年の暖冬傾向を考慮して、農作物
の生育状況等を見ながら弾力的に運用しています。なお、冬の間は霜が降りるのは
普通であり、霜が降りたとしても冬の農作物は寒さに強いため、霜注意報の発表は
ありません。 

近畿地方の霜注意報発表基準      霜の平年値（統計期間:1981 年～2010 年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kijun/index.html 
  

 

  

 

【コラム:霜】 

実際の運用については、毎年、晩霜の
時期の前に気象台と府県の担当者間
で調整を行って決めています。 
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（3）霜に関する気象情報 

霜に関する気象情報は、翌日、当日を対象とした霜注意報や週間天気予報（予想
最低気温に着目）があります。農作物の管理のための注意喚起を主な目的としてい
ます。 
 また、「低温に関する早期天候情報」や「⾧期間の低温に関する○○県気象情
報」が発表された場合は“事前の対策”の判断に活用できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【コラム:霜】 
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4.2 夏（6～8 月）の高温と少雨 
（１）高温と少雨が発生しやすい気象条件 

太平洋高気圧が日本付近への張り出しを強めると、晴れて気温が高く、降水量が
少ない状態となります。この状態が続いた 2013 年 8 月中旬は、近畿地方では
1961 年の統計開始以降、気温が平年差+2.3℃で最も高く、降水量は平年比 1％で
最も少なくなりました（第 4.2.1 図参照）。 
 

 
2013 年 8 月 12 日は、日本のはるか南東に中心を

持つ太平洋高気圧の西端が西日本付近まで張り出し、
いわゆる「鯨の尾型」になっています。 

近畿地方は晴れて気温が上がり、最高気温 35℃以
上の猛暑日の所が多くなりました。 
 
【8/12:各地の最高気温、( )内は平年差】 
豊岡 34.4℃（+1.6℃）、舞鶴 33.7℃（+1.3℃） 
京都 38.1℃（+4.6℃）、彦根 34.4℃（+2.6℃） 
姫路 36.5℃（+4.2℃）、神戸 36.1℃（+4.1℃） 
大阪 38.2℃（+4.6℃）、洲本 33.9℃（+3.2℃） 
和歌山 37.4℃（+4.9℃）、潮岬 34.0℃（+4.3℃） 
奈良 36.8℃（+4.0℃） 

第 4.2.1 図 猛暑日となった気圧配置の例 
「地上天気図:2013 年 8 月 12 日 9 時」（H:高気圧、L:低気圧） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 4.2.2 図 高温に関する早期天候情報の例 
夏季の「高温に関する早期天候情報」では、農作物の管理等に対する注意の他、 
熱中症に対する注意も呼びかけています。 

いつから? 

暖かい空気 

平年差は? 

注意事項 

現象名 
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（２）高温と少雨に関する気象情報の発表形態と目的 
高温と少雨に関する気象情報は、１週間から２週間先を対象とした情報から、当

日を対象とした情報を順次発表し、農作物や水産物の管理及び熱中症による健康管
理などの注意喚起を目的としています。「高温に関する早期天候情報」や「高温に
関する気象情報」、「⾧期間の高温と少雨に関する気象情報」が発表された場合は“事
前の対策”の判断に活用してください。 

また、「高温注意情報」が発表された場合は“直前の対策”に活用してください（第
4.2.3 図参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 4.2.3 図 夏の高温と少雨に関する気象情報の発表形態と活用の概念図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    第 4.2.4 図 夏の高温による被害例（大阪府立環境農林水産総合研究所提供） 
     写真左の水ナスは、右の水ナスに比べ表面の光沢がなくなっています。 
 
 
 

 

 

夏の高温による農業災害には、水稲の品質低下、野菜の発芽不良・つやなし果の
発生・害虫（ハダニ類等）、果樹の着色不良・日焼け果の発生などがあります。 
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（３）高温による農作物や健康などへの影響 
・水稲の品質低下 

 水稲は出穂期から成熟期に高温が発生することで白未熟粒率が増加することが知
られています。出穂後 20 日間の平均気温が 27℃を超えることで品質低下が増大す
る傾向が見られます（第 4.2.5 図、第 4.2.6 図参照）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4.2.5 図 高温条件で生じやすい白未熟粒および死米の外観 
（農研機構西日本農業研究センター提供） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4.2.6 図 出穂後の気温条件と整粒歩合および白未熟粒発生率との関係 
近畿中国四国の農業試験研究機関により収集した 2010 年度産米サンプルをもとに解析した結果 
（農研機構西日本農業研究センター提供） 

 

 

27℃ 27℃ 

27℃ 27℃ 
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・熱中症による健康被害 
夏季には熱中症による健康被害が多くなることがわかっており、日最高気温が

35℃以上の「猛暑日」が発生するとその影響が急増する傾向があります。2018 年
（5 月から 9 月）の熱中症による救急搬送人員数は、近畿地方では前年から大幅に
増加しました。これは、太平洋高気圧の張り出しが強くなった 7 月中旬を中心に記
録的な高温となったためで、近畿地方各地でも平年を大きく上回る高温となり、熱
中症による救急搬送者数が多くなりました（第 4.2.7 図参照）。また、熱中症によ
る搬送者数はある程度⾧い期間の平均気温との対応も良く、7 日間平均気温で 28℃
以上の高温が発生すると急激に多くなる傾向が見られます。（第 4.2.8 図参照） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4.2.8 図 大阪府内熱中症搬送者数と大阪市気温の関係（2008 年～2018 年） 
      ※左図:日最高気温と救急搬送者数、右図:7 日間平均気温と救急搬送者数 

 

 

第 4.2.7 図 熱中症による救急搬送状況（2018 年 5 月～9 月）（消防庁 HP より） 

 

高温が予想されたら、水分補
給や屋外イベントでのテント増
設などの対策が必要です。 
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4.3 秋（9～11 月）の低温と日照不足 
（１）低温と日照不足が発生しやすい気象条件 

日本の東海上に中心を持つ太平洋高気圧の西への張り出しが弱いと、本州の南岸
には秋雨前線が停滞しやすくなります。この影響で、近畿地方では雲が広がりやす
く、また、前線の北側に位置したため、大陸からの北よりの風が吹きやすくなりま
す。この状態が続いた 2015 年 9 月上旬は、近畿地方では 1961 年の統計開始以
降、日照時間が平年比 43％で最も少なく、気温は平年差-2.3℃で低い方から第 5
位となりました（第 4.3.1 図参照）。 
 
                       

第 4.3.1 図 地上天気図:2015 年 9 月 3 日 9 時（H:高気圧、L:低気圧） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 4.3.2 図 低温に関する早期天候情報の例 
秋季の「低温に関する早期天候情報」では、農作物の管理等に対する注意を 
呼びかけています。 
 
 
 
 

 

2015 年 9 月 3 日は、太平洋高気圧の張り出しが弱
まり、本州の南岸には前線が停滞しやすい気象状況と
なりました。このため、近畿地方では、日照時間が少
なく、9 月上旬の平均気温は、各地で平年より 2～
3℃低くなりました。 
 
【9 月上旬:各地の平均気温、( )内は平年差】 
豊岡 22.3℃（-2.0℃）、舞鶴 22.3℃（-2.4℃） 
京都 23.9℃（-2.3℃）、彦根 23.2℃（-2.1℃） 
姫路 23.0℃（-2.6℃）、神戸 24.4℃（-2.7℃） 
大阪 24.0℃（-3.0℃）、洲本 22.3℃（-2.8℃） 
和歌山 24.3℃（-2.3℃）、潮岬 24.4℃（-1.4℃）
奈良 22.8℃（-2.2℃） 

冷涼な空気 

 

いつから? 平年差は? 

注意事項 

暖かい空気 

現象名 
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（２）低温と日照不足に関する気象情報の発表形態と目的 
低温と日照不足に関する気象情報は、既に低温や日照不足が発生し、今後１週間

程度以上続くと予想される場合に発表する情報で、農作物の管理などの注意喚起を
目的としています。「低温と日照不足に関する気象情報」が発表された場合は“事前
の対策”の判断に活用してください（第 4.3.3 図参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 4.3.3 図 秋の低温と日照不足に関する気象情報の発表形態と活用の概念図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               影響を受けやすい秋野菜の例 
 
 
 

 

 

 

 

 

秋の低温による農業災害には、花きの生育遅延・発芽不良・
葉・花弁の障害などがあります。 
特に、年末年始に需要が高いものは収穫期のズレや収量の
低下が生じるため、非常に問題視されています。 
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4.4 台風 
（1）台風に関する気象情報 
 ア ５日先までの進路・強度予報 

台風の実況と予報（台風の進路や暴風への警戒の見通）をわかりやすく示した
5 日先(120 時間)までの進路・強度予報を発表しています（第 4.4.1 図）。気象庁
ホームページ掲載の図の実況では、中心位置と暴風域（風速 25ｍ/ｓ以上）や強
風域(風速 15m/s 以上)を示し、予報では、台風の 1 日（24 時間）先までの 12
時間刻みの予報を 3 時間ごとに発表し、さらに 5 日（120 時間）先までの 24 時
間刻みの予報を 6 時間ごとに発表します。台風が日本に接近し、影響するおそれ
がある場合には、台風の位置や強さなどの実況と 1 時間後の推定値を 1 時間ごと
に発表するとともに、24 時間先までの 3 時間刻みの予報を 3 時間ごとに発表し
ます（第 4.4.1 表）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 4.4.1 表 台風情報の発表スケジュール 

第 4.4.1 図 衛星雲画像と台風情報（実況と 5 日先までの予報） 
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イ 台風に関する府県気象情報 
台風により 24 時間から 2~3 日先に災害に結びつくような激しい現象が

発生する可能性があるときに発表し、警報や注意報に先立ち注意を呼びかけ
ます（第 4.4.2 図）。府県気象情報には、台風が最も接近するタイミングや
雨量予想、風や波の予想などを記載します。また、警報級の現象が５日先ま
でに予想されているときには、早期注意情報（警報級の可能性）を発表しま
すので、対応の参考として下さい（第 4.4.3 図）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 第 4.4.2 図 大阪府気象情報 

台風が最も接近するタイミング 

雨の予想 

風と波の予想 

防災事項 
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（2） 台風の大きさと強さ 
 台風のおおよその勢力を示す目安として、風速（10 分間平均）をもとに台風の
「大きさ」と「強さ」を表現します。「大きさ」は強風域（風速 15m/s 以上の風が
吹いているか、吹く可能性がある範囲）の半径で、「強さ」は最大風速で区分して
います。さらに、風速 25m/s 以上の風が吹いているか、吹く可能性がある範囲を
暴風域と呼びます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

階級 最大風速 

強い 33m/s 以上～44m/s 未満 

非常に強い 44m/s 以上～54m/s 未満 

猛烈な 54m/s 以上 

階級 風速 15m/s 以上の半径 

大型（大きい） 500km 以上～800km 未満 

超大型（非常に大きい） 800km 以上 

第 4.4.4 図 台風の「強さ」と「大きさ」の階級分け 

 
（3） 台風の特徴 

台風は、上空の風や台風周辺の気圧配置の影響を受けて動きます。北～北西へ向
かう性質を持っているため、通常東風が吹いている低緯度では西に移動し、太平洋

第 4.4.3 図 大阪府の早期注意情報 
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高気圧のまわりを北上して中・高緯度に達すると、上空の強い西風（偏西風）によ
り速い速度で北東へ進みます。 

春先は低緯度で発生し、西に進んでフィリピン方面に向かいますが、夏になると
発生する緯度が高くなり、第 4.4.5 図（左）のように太平洋高気圧のまわりを回っ
て日本に向かって北上する台風が多くなります。８月は発生数では年間で一番多い
月ですが、台風を流す上空の風がまだ弱いために台風は不安定な経路をとることが
多く、９月以降になると南海上から放物線を描くように日本付近を通るようになり
ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4.4.5 図 左:台風の月別の主な経路（実線は主な経路、破線はそれに準ずる経路） 
       右:台風発生数と近畿地方への接近数の平年値 

（平年値は、1981 年～2010 年の 30 年平均） 

 
台風は巨大な空気の渦巻きになっており、地上付近では上から見て反時計回りに

強い風が吹き込んでいます。そのため、進行方向に向かって右の半円では、台風自
身の風と台風を移動させる周りの風が同じ方向に吹くため風が強くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4.4.6 図 台風の風速分布と地上気圧 
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（4） 暴風域に入る確率 
市町村等をまとめた地域ごとに「暴風域に入る確率」をホームページで提供して

います（第 4.4.7 図）。5 日（120 時間）以内に台風の暴風域に入る確率が 0.5%以
上である地域に対し、5 日（120 時間）先までの 3 時間ごとの値を示します。暴風
域に入った場合の危険は大きいため、発表されている確率が低くても、確率の変化
傾向やピークの時間帯に注目し、常に最新の予報をご利用ください。また、確率の
分布図もホームページで提供しています（第 4.4.8 図）。分布図では、北緯 20～50
度、東経 120～150 度で囲まれる領域を対象として、緯度方向 0.4 度、経度方向
0.5 度毎に 5 日（120 時間）先までに暴風域に入る確率を示します。台風の進行方
向では、台風が近づくにつれて確率が高くなってきますので注意が必要です。確率
が低くても、その後発表される予報でどう変わるかに気をつけてご利用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 4.4.8 図 台風の暴風域に入る確率（分布表示） 

第 4.4.7 図 台風の暴風域に入る確率（地域ごとの時間変化） 
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（5） 台風による被害例 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 4.4.9 図 2013 年台風第 18 号による農作物の被害写真       地上天気図 
（共に近畿農政局提供）          （2013 年 9 月 16 日 09 時） 

 
 
 
  

土砂流入、倒伏（水稲） 冠水、倒伏、折れ（なす） 

第 4.4.2 表 台風の暴風域に入る確率の発表スケジュール 
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4.5 冬（12～2 月）の低温と大雪 
（１）低温と大雪が発生しやすい気象条件 

大陸でシベリア高気圧の勢力が強く、日本の東で低気圧が発達しやすいときは、
西高東低の冬型の気圧配置が強まりやすく、大陸から強い寒気が流れ込んで気温が
低くなり、日本海側を中心に降雪量が多くなります。（第 4.4.1 図参照）。 
 

 
2016 年 1 月 23～25 日にかけて、日本付近で

は強い冬型の気圧配置となりました。 
近畿地方は日本海側を中心に大雪となり、太平

洋側でも積雪となった所がありました。 
 
【1/23～25:主な地点の降雪の深さの合計】 
柳ケ瀬 58 センチ、今津 21 センチ 
米原 31 センチ、彦根 32 センチ 
香住 39 センチ、豊岡 23 センチ 
和歌山 1 センチ 

第 4.5.1 図 強い冬型の気圧配置で大雪となった例 
「地上天気図:2016 年 1 月 24 日 21 時」（H は高気圧、L は低気圧） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

第 4.5.2 図 低温と大雪に関する早期天候情報の例 
冬季の「低温と大雪に関する早期天候情報」では、農作物の管理等に対する 
注意の他、雪に対する注意も呼びかけています。 

強い寒気 

  

いつから? 

平年差（比）は? 

注意事項 

現象名 
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（２）低温と大雪に関する気象情報の発表形態と目的 
低温と大雪に関する気象情報は、１週間から２週間先を対象とした情報から、当

日を対象とした情報を順次発表し、農作物の管理や交通障害などの注意喚起を目的
としています。「低温と大雪に関する早期天候情報」や「強い冬型の気圧配置に関
する気象情報」が発表された場合は“事前の対策”の判断に活用してください。 

また、「大雪に関する気象情報」や「大雪注意報・警報」が発表された場合は“直
前の対策”に活用してください（第 4.4.3 図）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4.5.3 図 低温と大雪に関する気象情報の発表形態と活用の概念図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  
第 4.5.4 図 積雪による被害
例（近畿農政局提供） 
積雪により、施設が倒壊して
います。 

第 4.5.6 図 冬の低温による
被害例（奈良県農業水産振興
課提供）冬の低温や晩秋期の
霜により、キャベツ球表面の
葉が枯死しています。 

 
第 4.5.5 図 凍害の例（和
歌山県果樹試験場提供）カ
ンキツ果実の凍害（す上が
り）が発生しています。 

 

冬の低温と大雪による農業災害には、大雪による
果樹の枝折れや農業施設の損壊、うめ・びわなど
の開花期の遅れや生育不良などがあります。 
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（３）現在の雪（解析積雪深・解析降雪量） 
 気象庁では、日本海側を中心としたアメダス観測点で降雪量や積雪深を観測して
おり、各観測点のデータは気象庁ホームページで公開しています。 

また、2019 年 11 月から、現在の積雪の深さと降雪量の分布を推定する「解析積雪深・
解析降雪量」の提供を開始しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 4.5.7 図 解析積雪深 表示例 
https://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/snow/jp/ 

 
                            
  

 

雪の観測が行われていない地域を含め、 
積雪・降雪の分布を把握することができます。 
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 エルニーニョ現象とは、太平洋赤道域の日付変更線付近から南米沿岸にかけて、
海面水温が平年より高くなり、その状態が 1 年程度続く現象です。これとは逆に、
同じ海域で海面水温が平年より低い状態が続く現象がラニーニャ現象です。これら
は数年に 1 度発生しています。 
（1）エルニーニョ現象が発生した場合、日本の天候はどうなる? 

エルニーニョ現象が発生すると、西太平洋熱帯域の海面水温が低下し、積乱雲の活動
が不活発となります。 

このため、日本付近では、夏季は太平洋高気圧の張り出しが弱くなり、気温が低く、 
日照時間が少なくなる傾向があります。また、西日本日本海側では、湿った気流の影響 
を受けやすくなり、降水量が多くなる傾向があります。冬季は西高東低の冬型の気圧配
置が弱まり、気温が高くなる傾向があります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【コラム:エルニーニョ現象とラニーニャ現象】 

【西日本の夏季の特徴】 
平均気温:低い傾向 
降 水 量:日本海側で多い傾向 
日照時間:平年並か少ない傾向 



- 41 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【西日本の冬季の特徴】 
平均気温:高い傾向 
降 水 量:太平洋側で平年並か多い傾向 
日照時間:太平洋側で少ない傾向 

【コラム:エルニーニョ現象とラニーニャ現象】 
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（２）ラニーニャ現象が発生した場合、日本の天候はどうなる? 

ラニーニャ現象が発生すると、西太平洋熱帯域の海面水温が上昇し、積乱雲の活動が
活発となります。 

このため、日本付近では、夏季は太平洋高気圧が北に張り出しやすくなり、気温が高
くなる傾向があります。沖縄・奄美では、南から湿った気流の影響を受けやすくなり、
降水量が多くなる傾向があります。冬季は西高東低の冬型の気圧配置が強まり、気温が
低くなる傾向があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【西日本の夏季の特徴】 
平均気温:特徴なし 
降 水 量:太平洋側で多い傾向 
日照時間:特徴なし 

【コラム:エルニーニョ現象とラニーニャ現象】 
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【西日本の冬季の特徴】 
平均気温:平年並か低い傾向 
降 水 量:平年並か少ない傾向 
日照時間:特徴なし 

【コラム:エルニーニョ現象とラニーニャ現象】 
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第 5 章 気象情報と農業技術情報の連係                  

農業気象災害の防止・軽減に向けて、気象台が発表する気象情報と農業関係機関
が発表する農業技術情報の連係について整理します。このように農業気象災害の防
止・軽減に向けた一連の業務を「見える化」することで、気象台の適時的確な気象
情報の発表と農業関係機関による農業者への迅速な技術支援に役立つことが期待で
きます。 

そこで、第 5.1 節では、過去の農業気象災害発生時に、どのようなタイミングで
気象情報が発表され、また、どのように農業現場へ農業技術指導が伝わったのかを
整理しました。第 5.2 節では、現在の気象情報の発表形態と最新の農業気象対策技
術指針等を基にして、今後、平年と異なる天候が予想された際に見込まれる一連の
情報の流れを示します。 
5.1 過去の農業気象災害時の連係状況 
（1）大雪の事例（情報名は全て発表当時のものです。） 

ここでは、2017 年 2 月に近畿地方日本海側で大雪となった事例について説明し
ます。2 月 9 日から 12 日にかけて、冬型の気圧配置が強まり、近畿地方では、日
本海側を中心に雪雲が持続的にかかり、記録的な大雪となりました。この大雪の影
響で、落雪や除雪作業中の人的被害、多数の自動車の立ち往生や公共交通機関の運
休など交通機関に大きな乱れが生じました。また、農作物や農業施設においても多
大な被害が発生しました。 

この時に、どのような情報がどのようなタイミングで発表されたのかを整理しま
した。（第 5.1.1 図、第 5.1.1 表参照）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 5.1.1 図 京都の気温経過と気象情報の発表のタイミング（2017 年 1 月 30 日から 2 月 28 日まで） 

気温は 7 日間平均気温（黒色太実線）と日最低気温（水色点線）を示しています。７日間平均気温は
７日間の日平均気温の平均値（低温に関する異常天候早期警戒情報が予報対象とする気象要素のひと
つ）で、７日間の初日となる日付にプロットしています。矢印は各情報の対象期間を表しています。 
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※1 、※2:情報は大阪管区気象台が発表。 ※3:情報は京都地方気象台が発表。 
※4:現在は、確率予測資料を気象庁がホームページにて毎日提供しています。 
     https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/probability/guidance/csv_k2w.php?n=23 
※5 :１か月予報の発表日は木曜日、異常天候早期警戒情報（現在は早期天候情報）の発表日は 

 月・木曜日です。 
     １か月予報:https://www.jma.go.jp/jp/longfcst/106_00.html 
     早期天候情報:https://www.data.jma.go.jp/gmd/cpd/souten/?reg_no=23 

引用資料:京都府農業技術情報:大雪及び低温による被害防止の技術対策について（2017 年 2 月 8 日） 
http://www.pref.kyoto.jp/nosoken/1254895137925.html 
 

 
 

 
 
 
第 5.1.2 図 2017 年 2 月 2 日発表の 
大雪に関する異常天候早期警戒情報 
（現在は大雪に関する早期天候情報を 
発表します） 
 
 
 
 
 

第 5.1.1 表 京都府における 2017 年 2 月 10 日から 12 日に大雪となった際の気象台が発表した 
気象情報と農業関係機関が作成した技術情報 

年月日 2017 年 2 月 

2 日 7 日 8 日 

 

大
阪
管
区
気
象
台
お
よ
び 

京
都
地
方
気
象
台
が
発
表 

し
た
気
象
情
報 

大雪に関する 
異常天候早期警戒情報 
（2 月 2 日）※1 

強い冬型の気圧配置に関する近畿地方気象情報(2 月 7 日)※2 
 
強い冬型の気圧配置に関する京都府気象情報(2 月 7 日)※3 

・週間天気予報（毎日） 
・確率予測資料(毎週月･木曜日)※4 
・１か月予報（毎週木曜日）※5 
・大雪警報（2 月 10 日から 2 月 12 日まで 5 回発表） 
・大雪注意報（2 月 8 日から 2 月 14 日まで 14 回発表） 
・風雪注意報（2 月 9 日から 2 月 11 日まで 5 回発表） 
・着雪注意報（2 月 9 日から 2 月 14 日まで 11 回発表） 

 京
都
府
が

作
成
し
た

農
業
技
術

情
報 

 
 大雪及び低温による被害防止の技術対策について 

（2 月 8 日) 

 農
業
者

へ
の
技

術
支
援 

  JA 等へ FAX で技術情報を送信し、JA より営農者へ 
周知 
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（2）夏季の高温の事例（情報名は全て発表当時のものです。） 
ここでは、2012 年夏季に近畿地方で⾧期間にわたって高温となった例について

説明します。 
2012 年は、近畿地方では梅雨明け後、太平洋高気圧に覆われて晴れの日が多

く、8 月は日本海側では気温がかなり高くなりました。また、上空の寒気や南から
の湿った気流及び日射の影響で大気の状態が不安定となり、にわか雨や雷雨の発生
する日がたびたびありました。特に 8 月 13 日から 14 日にかけては、本州付近に
前線が南下し、前線に向かって南から暖かく湿った空気が流れ込んだため、大気の
状態が非常に不安定となり、近畿中部では局地的に猛烈な雨が降りました。2012
年 8 月の気温は、近畿地方日本海側ではかなり高く、近畿地方太平洋側では高くな
りました。 

この⾧期間にわたる高温の影響で、近畿各地で水稲等に被害が発生しました。 
この時に、どのような情報がどのようなタイミングで発表されたのかを整理しま

した。（第 5.1.3 図、第 5.1.2 表参照）。 

 
第 5.1.3 図  彦根の気温経過と気象情報の発表のタイミング（2012 年 7 月 10 日から 9 月 20 日まで） 

 
 気温は 7 日間平均気温（黒色太実線）と日最高気温（赤色点線）を示しています。７日間平均気温は
７日間の日平均気温の平均値（高温に関する異常天候早期警戒情報が予報対象とする気象要素のひと
つ）で、７日間の初日となる日付にプロットしています。７日間平均気温が平年値に比べて高い期間は
桃色で示しました。また、  は 1 か月予報の発表日、  は 3 か月予報の発表日、  は高温に関す
る異常天候早期警戒情報の発表日を示し、     は異常天候早期警戒情報の対象期間を表していま
す。 
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第 5.1.2 表 滋賀県における 2012 年夏季に高温となった際の気象台が発表した気象情報と 
農業関係機関が作成した技術情報 

年月日 2012 年 7 月 8 月 

24 日 30 日 3 日 7 日 10 日 21 日 24 日 29
日 

大
阪
管
区
気
象
台
お
よ
び 

彦
根
地
方
気
象
台
が
発
表 

し
た
気
象
情
報 

○ 
(7 月 24 日)※1 

 ○ 
(8 月 3 日)※1 

○ 
(8 月 7 日)※1 

○ 
(8 月 10 日)※1 

○ 
(8 月 21 日)※1 

○ 
（8 月 24 日）※1 

 
⾧期間の高温に関する
近畿地方気象情報（8
月 24 日）※2 

 

⾧期間の高温に関する
滋賀県気象情報 
（8 月 24 日）※3 

 

・週間天気予報（毎日）※3 
・確率予測資料(毎週月･木曜日)※4 
・１か月予報（毎週木曜日）※5 

・近畿地方高温注意情報（7 月 15 日～9 月 4 日 34 回）※2 
・滋賀県高温注意情報（7 月 16 日～8 月 27 日 17 回）※3 

滋
賀
県
が
作
成

し
た
農
業
技
術

情
報 

 
高温に伴う農
作物管理に関
する技術対策
について 
（7 月 30 日） 

     高温に伴う農
作物管理に関
する技術対策
について 
(8 月 29 日) 

 

※1、※2:情報は大阪管区気象台が発表しています。※3:情報は彦根地方気象台が発表しています。 
※4:現在は、確率予測資料を気象庁がホームページにて毎日提供しています。 

     https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/probability/guidance/csv_k2w.php?n=23 
※5:１か月予報の発表日は木曜日、異常天候早期警戒情報（現在は早期天候情報）の発表日は 

月・木曜日です。 
     １か月予報:https://www.jma.go.jp/jp/longfcst/106_00.html 
     早期天候情報:https://www.data.jma.go.jp/gmd/cpd/souten/?reg_no=23 

引用資料:滋賀県農業技術振興センター:高温に伴う農作物管理に関する技術対策について（2012 年 7 月
30 日と 2012 年 8 月 29 日）  http://www.pref.shiga.lg.jp/g/nogyo/kikaku/240619/taifu.html 
 
 
 
第 5.1.4 図 2012 年 7 月 24 日 
発表の高温に関する 
異常天候早期警戒情報 
（現在は高温に関する 
早期天候情報を発表します） 
 
 
 

 

○:高温に関する異常天候早期警戒情報発表日 
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5.2 平年と隔たった天候が予想された際に想定される情報の流れ 
【冬の大雪】 

第 5.2.1 図に、現在の気象情報と最新の農業気象対策技術指針等を基に、大雪に
よる影響が見込まれた際の気象情報や農業技術情報等とその発表形態を示します。 

農作物（農業施設を含む）に被害が予想されるような、向こう 2 週間先までの 5
日間降雪量が平年よりかなり多くなる確率が 30％以上となる可能性は、気象庁が
毎週月・木曜日に更新する確率予測資料で確認できます。特に、6 日後から 14 日
後までに、その時期としては 10 年に 1 回程度しか発生しないような降雪量がかな
り多くなる可能性が高まった場合には、近畿日本海側を対象として「大雪に関する
早期天候情報」が発表されます。農業関係機関は、これまでの農作物の生育と大雪
の影響度合いに応じて農業技術情報の提供の必要性を検討し、営農現場に技術対策
の実施を促します。 

以上のように、平年と隔たった天候が発生することが見込まれた場合、気象情報
の作成者と農業技術指導を担う従事者が一層連係を深め、お互いの取りうる１週間
以上前からの行動を認識することで、さらに迅速な対応につながり、対策に十分な
時間を確保できる可能性があります。 

 

第 5.2.1 図 冬における大雪の影響が見込まれた際の各種情報の流れ 
大雪期間（右）までの 1 週間程度前（左）からについて、それぞれのタイミングでの情報の一般

的な流れを示していますが、気象条件だけではなく、農作物の種類や生育状況等によって影響の大
きさや取るべき対策が異なることから、必ずしもこの通りではありません。 

また、メールマガジン（例．「おおさかアグリメール」（大阪府））やブログ等、府県等から営農者
へ、各種情報を直接伝達する取組みが行われています。 

これとは別に、農林水産省からの技術情報を受けて、県等が作成する農業技術情報もあります。 
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【参考資料】                              

1. 気象情報や技術対策情報の入手先 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行政機関 気象情報や農業技術情報 ホームページアドレス 

農林 

水産省 

農業水産技術のホームページ http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/ 

被害防災に向けた技術指導 http://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/gijyutu_sido.html 

国土交通省防災情報提供センター http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html 

気象庁 

気象庁ホームページ https://www.jma.go.jp/jma/index.html 

気候リスク管理 https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/index.html 

農業気象ポータルサイト https://www.jma.go.jp/jma/kishou/nougyou/nougyou.html 

近畿地方の天候 https://www.jma-net.go.jp/osaka/kikou/chihou/chihou.html 

現在の雪 

（解析積雪深・解析降雪量） 

https://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/snow/jp/ 

 

都道府県 

大阪府 病害虫予察情報 http://www.jppn.ne.jp/osaka/ 

（地独）大阪府立 

環境農林水産総合研究所 
http://www.kannousuiken-osaka.or.jp/ 

滋賀県 

農業技術振興 

センター 
https://www.pref.shiga.lg.jp/nougicenter/ 

病害虫予察情報 https://www.pref.shiga.lg.jp/boujyo/yosatsu/yosatsuzyouhou/ 

京都府 
農林センター http://www.pref.kyoto.jp/nosoken/index.html 

病害虫予察情報 http://www.pref.kyoto.jp/byogai/  

兵庫県 
農業気象技術情報 https://web.pref.hyogo.lg.jp/nk12/af11_000000097.html 

病害虫予察情報 http://hyogo-nourinsuisangc.jp/chuo/bojo/index.htm 

奈良県 
農業水産振興課 http://www.pref.nara.jp/dd.aspx?menuid=40168#itemid142654 

病害虫予察情報 http://www.jppn.ne.jp/nara/ 

和歌山県 病害虫予察情報 
http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070300/071400/boujyosyo-

yosatsujyouhou.html 
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2. 行政等問い合わせ窓口 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行政機関 ホームページアドレス 

農林 

水産省 
近畿農政局 http://www.maff.go.jp/kinki/ 

農業・食品産業技術総合研究機構 

（農研機構） 

西日本農業研究センター 

http://www.naro.affrc.go.jp/warc/ 

気象庁 

大阪管区気象台 https://www.jma-net.go.jp/osaka/ 

彦根地方気象台 https://www.jma-net.go.jp/hikone/index.html 

京都地方気象台 https://www.jma-net.go.jp/kyoto/ 

神戸地方気象台 https://www.jma-net.go.jp/kobe-c/home/index.html 

奈良地方気象台 https://www.jma-net.go.jp/nara/ 

和歌山地方気象台 https://www.jma-net.go.jp/wakayama/ 

都道 

府県 

大阪府環境農林水産部 

農政室推進課 
http://www.pref.osaka.lg.jp/nosei/ 

滋賀県 > 一般の方 >  

しごと・産業・観光 > 農業 
https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/shigotosangyou/nougyou/  

京都府農林水産部農産課 http://www.pref.kyoto.jp/info/gyosei/soshiki/116/index.html 

兵庫県農政環境部 

農林水産局農産園芸課 
https://web.pref.hyogo.lg.jp/org/nosanengei/index.html 

奈良県農林部 

農業水産振興課 
http://www.pref.nara.jp/dd.aspx?menuid=1668 

和歌山県農林水産部 

農業生産局果樹園芸課 
http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070300/index.html 
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【付録】農業に役立つ気象データ 
1.  天候の監視に関する気象データ 

低温・少雨・日照不足などの状況を、全国各地点の気温・降水量・日照時間の 5 
日以上の平均(合計)値やその平年差・平年比で見ることができます。 

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/mdrr/tenkou/indexTenkouTem5dhi.html 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
        表示例:大阪府の天候の状況（5 日間の気温） 

 

気象要素や平均する 
期間を選択します。 

地点別の状況はこちら 

アメダス地点ごとに色分けし
表示します。 
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2.  気象データの取得方法と活用例 
ここでは、過去の観測データや週間天気予報よりも先の気温予測資料の取得方法 

と活用例について解説します。 
  https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/index.html 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 気象庁ホームページ内の気候リスク管理ポータルサイト（2020 年 2 月 13 日現在） 
 
 
 

（1）過去の気象観測データ 

（2）気温の予測データ 
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（1）過去の気象観測データの取得方法 
 ここでは、例として 2017 年 6 月～8 月（夏季）の大阪市の平均気温の半旬別値
の取得を紹介します。半旬別値とは、毎月 1 日から 5 日ごとの統計値を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

地点を選択しチェックを
付けます。 

取得期間を設定します。 

データの種類を半旬別値、比
較する値を平年値（比）、前
年までの 10 年に設定します。 

設定が終わったら 
画面表示をします。 
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表示例（大阪）:半旬平均気温 
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（2）気温予測データの取得方法及び活用例 
①気温予測データの取得方法 
・日平均気温（５日間平均値）の予測（毎日午前 9 時 30 分頃に更新します） 

ここでは、最近２週間の実況（実線）と２週間先までの予測（箱と棒で表現）
を表示しています。 

 https://www.data.jma.go.jp/gmd/cpd/twoweek/boxPlot/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       表示例（大阪）:最近２週間の実況と２週間先までの予測 
 
・向こう 1 か月の気温予測（毎週木曜日の午前 9 時 30 分頃に更新します） 
 https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/probability/guidance/index_k1.php 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表示例（大阪）:向こう 1 か月（28 日間）平均気温 
 

 

 

予測値と予測範囲が分かります。 

地点、注目する気温、超過または
以下、注目する確率について自由
に選択できます。 
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②気温予測データの活用例 
 ここでは、水稲の刈り取り適期予測（山形県）について紹介します。 
 水稲の刈取適期予報は、刈り遅れの品質低下の防止や乾燥調製施設の稼動準備等
への利用のため、多くの農業機関で実施しています。 従来、刈り取り適期の予測
は平年値を用いて行われてきましたが、山形県農業総合研究センターでは、平年値
の代わりに気象庁の１か月先までの気温予測値を利用し、刈取適期に有効な予測精
度が得られました。 

https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/taio_kensho.html 
 

品種と出穂後の積算温度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 気温平年値と気温予測データを用いた水稲の刈り始めの推定日と実際の刈り始め
の日（推定値）の差は０付近がもっとも良く、グラフの左（右）にずれるほど、予
測日が「早い」または「遅い」ということを表しています。 

刈り取る時期は平年値で決めるより、2 週目・4 週目の予測データを利用した方
が良い結果となりました。 

 

品種 出穂後の積算気温

はえぬき 950～1200℃

ササニシキ 950～1150℃

 
赤色は 2 週先まで気温予測値を、クリーム色は 4 週 
先まで気温予測値を使用し、ともにその後は気温の 
平年値を使用して刈り始め日を推定。 
青斜線は平年値のみを使用して刈り取り適期を推定。 

 

 

0
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観測気温による刈り始め推定日との誤差（日）

年
次

数

2Wｶﾞｲﾀﾞﾝｽﾃﾞｰﾀによる予測

4Wｶﾞｲﾀﾞﾝｽﾃﾞｰﾀによる予測

平年値による予測

利用した過去の農業データ（出穂期）は、
1985～1991 年の品種「ササニシキ」と
1992～2012 年の品種「はえぬき」。 
推定日はいずれも各年の 8 月 11 日で、刈
取適期は概ね 9 月中旬以降。 
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○山形県置賜総合支庁西置賜農業技術普及課発表 

http://agrin.jp/ufile/7/37/22041/image1_file0114080217221132079.pdf 
 
 近畿地方の皆様におかれましても、この山形県の事例のように、農業気象災害の 

軽減に向けて、予測データを活用した調査をしてみませんか。 
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「農業に役立つ気象情報の利用の手引き」の利用について 
 
 「農業に役立つ気象情報の利用の手引き」に掲載されている図表・写真・文章
（以下「資料」といいます。）は、第三者の出典が表示されているものを除き、資
料の複製、公衆送信、翻訳・変形等の翻案等、自由に利用できます。ただし、以下
に示す条件に従っていただく必要があります。 

●利用の際は、出典を記載してください。 
（出典記載例） 
出典:大阪管区気象台「農業に役立つ気象情報の利用の手引き」（令和 2 年 3

月）より 
●資料を編集・加工等して利用する場合は、上記出典とは別に、編集・加工等を 

行ったことを掲載してください。また編集・加工した情報を、あたかも○○気 
象台が作成したかのような様態で公表・利用することは禁止します。 

（資料を編集・加工等して利用する場合の記載例） 
大阪管区気象台「農業に役立つ気象情報の利用の手引き」（令和 2 年 3 月）を 
もとに○○株式会社作成 

●第三者創作図表リストに掲載されている図表または第三者の出典が表示されて 
いる文章については、第三者が著作権その他の権利を有しています。利用にあ 
たっては、利用者の責任で当該第三者から利用の許諾を得てください。 

 
第三者創作図表リスト 

ページ タイトル 備考 
8 第 2.1 図 農業産出額（平成 28 年） 近畿農政局提供 
9 第 2.2 図 府県別産出額トップ 10（平成 28 年） 近畿農政局提供 
22 第 4.1.4 図 晩霜による被害例 大阪府立環境農林水産総合研究所提供 
22 第 4.1.5 図 晩霜による被害例 奈良県農業水産振興課提供 
26 第 4.2.4 図 夏の高温による被害例 大阪府立環境農林水産総合研究所提供 

27 
第 4.2.5 図 高温条件で生じやすい白未熟粒およ
び死米の外観 農研機構西日本農業研究センター提供 

27 
第 4.2.6 図 出穂後の気象条件と整粒歩合および
白未熟粒発生率の関係 農研機構西日本農業研究センター提供 

36 
第 4.4.9 図 2013 年台風第 18 号による農作物
の被害写真 近畿農政局提供 

38 第 4.5.4 図 積雪による被害例 近畿農政局提供 
38 第 4.5.5 図 凍害の例 和歌山県果樹試験場提供 
38 第 4.5.6 図 冬の低温による被害例 奈良県農業水産振興課提供 

【お問い合わせ先】 
内容等についてお気付きの点がありましたら、下記までご連絡ください。 
〒540-0008 大阪市中央区大手前 4-1-76 

大阪管区気象台 気象防災部 防災調査課  電話 06-6949-6308 


